
あ
か
び
ら
市
議
会

第
2
回
定
例
会
は
、
 
6
月
伯
日
か
ら
^
日
ま
で
の
9
日
問
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
令
和
5
丘

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
の
ほ
か
、
条
例
改
正
案
や
副
市
長
の
選
任
な
ど
の
議
案
創
件
、
意
見

書
案
6
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
全
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
と
な
の
ま
し
た
。
ま
た
、
株

式
会
社
赤
平
振
興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
報
告
済
と
し
ま
し
た
。

会
派
・
諸
派
の
代
表
5
名
が
そ
れ
ぞ
れ
^
日
^
日
に
改
選
後
初
の
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

丙
容
は
3
ペ
ー
ジ
以
降
に
抜
粋
を
掲
載 か

ら

邉
」

、
止

鼻

y

硫

一

号

一
一
.
一
,
"
一

Y

遭

、

一

1
-

事

舎

一

f
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予算審査特別委員会の様子
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カフ工議会開催のお知らせ
市議会が市民の声を聴きに行きぎす。

コーヒー、お茶なとを飲みながら意見交換を行う

Ca十e議会が4年ぶりに行われます。

たくさんのご来場お待ちしており衰す。
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会派紹介

」

砥^皎^晒^

会長

、

'.'
^

...,ー
^

ー,馳t

議会事務局

渡部修之北市勲

、

/へ、芸
本計

,

(^

.、、

幹事長

、^!'

^

諸派紹介

角・
,、右゛

2023/8/"1

1

5月16日に第2回臨時会が
行われ議会人事が下記の通り
となりました。

若山謝盲伊藤新一

会長

^

レ

堆向

^

N

甲、、゛'.^

外^

《議会人事》

議長:竹村恵一

副議長:伊藤新一

監査委員:御家瀬遵

議会運営委員会委員長:安藤

副委員長:丸山

行政常任委員会委員長:木村

副委員長:渡部

骨

幹事長

.、 4

歴t^

J
k

^

^.

会派室図

市役所3F

正副

議長室

匪^

参政党

ノ■^^

^,^

■^

"ーナ

H林説

エレ

ベー

ター

&"ラブ

五野i

パソコン室

修之

公明党

Ⅷ

"吋ヲ

委員会室

傍聴席

祝

本会議場

Π

竺

,

、
Y

日
査
径
党

公
明
党

新
し
い
会
派
(
諸
派
)
の

構
成
を
紹
介
し
ま
す

〒
桧

ノ

参
政
党

石
田

一
一

琴

新
政
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

正

繁
勝
恵



゛
~-

P

教
育
行
政
執
行
方
針
に
つ
い

て
【
質
問
】
教
育
環
境
の
充
実

亀

゛
.
ー
.
一

健
や
か
な
暮
ら
し
を
と
も
に

紬

,

支
え
合
う
ま
ち
に
つ
い
て

【
質
問
】
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
、
多
岐
に
わ
た
る
子
育

て
支
援
を
進
め
て
い
く
上
で
、

ま
ず
は
子
育
て
部
門
の
ご
兀

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
こ
の
4
年
間
で

そ
れ
を
行
う
老
え
が
あ
る
の

か
伺
う
。

又
口
弁
】
子
ど
も
家
庭
庁
設

置
法
な
ど
関
係
法
令
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
子
育

て
支
援
に
関
す
る
部
署
も
新

た
な
位
置
づ
け
の
検
討
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
市
役

所
全
体
の
機
構
に
つ
い
て
も

見
直
し
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

【
質
問
】
地
域
医
療
に
つ
い

て
、
市
民
の
不
安
は
救
急
な

一

4
、

ど
診
療
科
が
縮
小
に
な
っ
て

し
ま
わ
な
い
か
と
い
う
事
が

大
き
い
と
思
う
。
救
急
や
小

児
科
な
ど
診
療
科
の
維
持
存

続
に
つ
い
て
の
老
え
を
伺
う
。

【
製
旦
汁
】
医
師
を
は
じ
め
医

療
従
事
者
の
確
保
は
診
療
科

の
維
持
に
大
変
大
き
な
要
素

と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
人

材
確
保
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
近
隣
医
療
機
関
と
も
連

携
を
密
に
し
、
切
れ
目
の
な

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
診
療
科
の
維
持
も

含
め
て
老
え
て
い
く
。

又
ニ
オ
】
こ
れ
か
ら
の
4
年

間
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
劣

)し

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

見
学
者
の
安
全
対
策
に
限
定

し
た
緊
急
的
改
修
に
つ
い
て

は
行
っ
て
い
き
た
い
と
老
え

て
い
る
。
し
か
し
大
規
模
と

な
る
長
期
的
改
修
等
に
つ
い

て
は
、
立
坑
櫓
価
値
評
価
等

調
杏
の
結
果
を
市
民
に
情
報

提
供
し
た
う
え
で
、
市
民
説

明
会
を
開
催
し
、
そ
の
議
論

の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
も
に
学
び
合
い
豊
か
な
心

を
育
む
ま
ち
に
つ
い
て

【
質
問
】
こ
れ
ま
で
は
立
坑

櫓
に
つ
い
て
見
守
り
保
存
の

方
針
が
示
さ
れ
、
安
全
対
策

に
限
定
さ
れ
た
緊
急
的
改
修

の
み
と
す
る
こ
と
や
、
大
規

模
な
公
園
構
想
は
凍
結
と
い

う
老
え
方
で
進
め
ら
れ
て
き

た
と
思
う
。
 
2
期
目
に
あ
た

り
、
こ
の
炭
鉱
遺
産
の
保
存

継
承
に
対
す
る
方
針
に
つ
い

て
老
え
方
を
伺
う
。

【
竺
口
弁
】
現
在
、
赤
平
市
の

健
康
課
題
と
し
て
、
閃
歳
未

満
の
死
亡
率
が
、
全
国
、
全

道
よ
り
高
い
状
況
に
あ
る
。

死
亡
の
原
因
と
し
て
は
、
癌
、

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど

生
活
習
慣
病
に
よ
る
も
の
が

大
半
を
占
め
て
お
り
若
い
世

代
か
ら
の
対
策
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
市
民
に
対
す
る

情
報
提
供
、
啓
発
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
赤
平
市
に
お
け

る
検
診
に
つ
い
て
は
、
各
種

受
診
勧
奨
や
、
休
日
実
施
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
食
生
活
の
傾
向
と
し
て

野
菜
摂
取
量
の
不
足
や
塩
分

過
多
の
傾
向
が
あ
る
た
め
、

集
団
健
診
会
場
や
地
域
で
の

健
康
教
室
に
お
い
て
、
改
善

に
向
け
た
生
活
に
取
り
入
れ

や
す
い
工
夫
を
栄
養
士
や
保

健
師
な
ど
の
専
門
職
と
個
別

に
老
え
る
時
間
を
設
け
て
い

る
。

(
心
の
教
育
の
実
施
)
に
つ

い
て
伺
う
。

【
惣
口
弁
】
赤
平
市
内
小
中
学

校
の
心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
特

別
の
教
科
、
道
徳
の
授
業
を

中
心
に
進
め
て
い
る
。
授
業

は
、
学
校
の
教
育
計
画
に
基

づ
い
て
教
科
書
で
学
び
、
日

本
国
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

受
け
継
が
れ
共
有
さ
れ
て
き

た
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
社
会

に
お
い
て
大
切
に
さ
れ
て
き

た
様
々
な
道
徳
的
価
値
な
ど

に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の
発

達
の
段
階
に
即
し
て
理
解
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
考
え
、
自

分
な
り
に
吉
え
を
深
め
て
道

徳
性
を
身
に
付
け
て
い
る
。

市
教
委
と
し
て
、
道
徳
教
育

は
、
教
育
の
中
核
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る

道
徳
教
育
は
、
学
校
の
あ
ら

ゆ
る
教
育
活
動
を
通
じ
て
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

吉
え
、
小
中
学
校
の
特
別
の

教
科
で
あ
る
道
徳
の
授
業
が

一
層
充
実
す
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

气
、

所
信
表
明
に
つ
い
て

【
質
問
】
癌
検
診
、
食
生
活

改
善
、
血
圧
管
理
に
関
す
る

啓
発
を
行
う
と
あ
る
が
、
赤

平
市
と
し
て
市
民
に
対
し
て

ど
う
い
っ
た
方
向
性
の
情
報

提
供
、
啓
発
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

)
ノ
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健
や
か
な
暮
ら
し
を
と
も
に

支
え
合
う
マ
チ
に
つ
い
て

三
一
口武山若

【
質
問
】
各
自
治
体
に
て
高

齢
者
は
増
え
る
が
介
護
予
防

関
係
の
職
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー

が
不
足
と
の
こ
と
。
当
市
の

実
情
と
今
後
へ
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

【
答
き
当
市
の
登
録
エ
リ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
1
8
4
名
。

今
後
は
高
齢
化
に
伴
い
退
会

者
増
も
考
え
ら
れ
、
養
成
講

座
の
開
催
や
活
動
支
援
な
ど

社
会
福
祉
協
議
会
と
取
り
組

み
、
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
向
上

の
仕
組
み
、
若
い
世
代
の
参

加
等
に
対
し
て
検
討
し
て
い

将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺

う
安
口
弁
】
浄
水
場
の
更
新
に

つ
い
て
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
建
物
耐
用
年
数
恥
年

に
更
新
基
準
の
率
1
.
 
4
を

乗
じ
建
設
後
W
年
の
2
0
4

6
年
、
令
和
器
年
を
経
営
戦

略
に
お
け
る
更
新
時
期
と
老

え
て
お
り
、
広
域
と
単
独
の

選
択
肢
が
あ
る
が
多
額
の
事

業
費
と
な
る
た
め
、
方
向
性

を
示
す
時
期
は
明
言
で
き
な

い
が
慎
重
に
検
討
す
る
。

べ
き
と
思
・
つ
が
、
考
え
方
を

伺
う
。

又
口
弁
】
露
天
風
呂
や
サ
ウ

ナ
は
、
温
泉
施
設
の
集
客
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
今
後
近

隣
施
設
と
の
差
別
化
な
ど
本

市
の
財
政
状
況
も
見
な
が
ら

改
修
時
期
を
検
討
し
て
い
く
。

0

く

活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
に
つ
い
て

安
全
・
{
女
心
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
つ
い
て

【
質
問
】
人
口
減
少
や
後
継

者
不
足
が
心
配
さ
れ
る
中
、

今
後
、
商
業
団
体
と
の
連
携

に
ど
の
よ
う
な
推
進
策
を
も
っ

て
取
組
む
の
か
伺
う
。

又
且
こ
商
店
街
検
討
会
議

の
中
で
商
店
街
の
美
化
や
空

き
地
活
用
、
後
継
者
問
題
に

つ
い
て
も
商
店
街
・
商
工
会

議
所
・
行
政
と
の
間
で
意
見

交
換
を
行
い
、
事
業
の
実
施

に
向
け
恊
議
を
予
定
。

【
質
問
】
今
後
当
市
は
浄
水

場
を
建
て
替
え
る
の
か
、

域
の
水
道
組
合
に
加
入
す
る

の
か
、
水
道
施
設
に
お
け
る

略
」
を
策
定
し
た
。
主
に
施

設
の
老
朽
化
、
経
営
状
況
等

を
踏
ま
え
、
計
画
期
間
を
B

年
間
と
設
定
し
整
備
計
画
財

政
計
画
を
定
め
て
い
る
。

水
場
に
つ
い
て
は
、
令
和
器

年
を
更
新
時
期
と
老
え
る
。

【
質
問
】
水
道
施
設
の
状
況

把
握
等
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
当
市
の
水
道
は
取

水
施
設
1
か
所
、
浄
水
場
1

か
所
、
配
水
池
6
か
所
で
供

給
し
て
い
る
。
今
後
も
管
路

の
更
新
、
施
設
の
点
検
を
行

い
水
の
安
定
供
給
に
努
め
る
。

、
無
,
、
;

成
満
了
世
帯
の
う
ち
幼
世
帯昨

U
名
が
定
住
し
て
い
る
。

年
度
は
就
職
さ
れ
た
方
の
8

割
が
、
市
内
に
勤
め
て
い
る
。

【
質
問
】
「
ゆ
っ
た
り
温
泉
」

の
露
天
風
呂
を
拡
大
改
修
し
、

更
な
る
集
客
向
上
に
努
め
る

}
'
.
、
一

'
.
一

一

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
と
交
流
で
創
る
協

【
質
問
】
住
み
替
え
を
ス
ム
ー

ズ
に
促
進
で
き
る
移
住
要
件

の
具
体
策
と
、
今
後
の
4
年

間
で
の
戸
数
の
確
保
と
、

別
移
転
集
約
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

又
旦
"
】
令
和
8
年
1
6
7

9
戸
の
管
理
戸
数
と
限
界
住

棟
の
π
世
帯
に
対
し
移
転
集

約
を
進
め
て
い
る
。

【
質
問
】
民
間
住
宅
に
は
助

成
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
移
住
・
定

住
や
雇
用
の
確
保
に
お
け
る

実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
民
間
賃
貸
住
宅
の

家
賃
助
成
の
実
績
は
開
始
以

来
1
8
0
世
帯
2
8
0
名
の

移
住
、
平
成
羽
年
ま
で
に
助

働
の
ま
ち
に
つ
い
て

【
質
問
】
上
水
道
に
つ
い
て

は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
具
体
的
な
内
容
と
、
赤
平

市
水
道
事
業
の
今
後
の
運
営

を
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

力
伺
う

安
口
弁
】
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
基
づ
き
「
経
営
戦

【
質
問
】
旧
3
小
学
校
活
用

検
討
会
議
の
状
況
と
進
み
具

合
い
、
民
間
事
業
者
と
の
対

話
状
況
を
伺
う
。

【
睦
且
汁
】
旧
校
舎
活
用
の
前

例
と
な
る
平
岸
コ
ミ
セ
ン
を

利
用
し
て
い
る
平
岸
地
区
の

方
と
意
見
交
換
し
て
町
内
会

等
地
域
の
方
と
の
情
報
共
有

と
意
見
を
い
た
だ
く
。

4

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の

育
成
に
つ
い
て

【
質
問
】
「
不
登
校
傾
向
児

里
へ
の
対
応
」
、
「
い
じ
め

の
未
然
防
止
に
つ
い
て
」

育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
進
め
て
い
く
の
か

伺
、
つ
。

【
效
口
弁
】
市
教
委
配
置
の
指

導
主
事
と
共
に
各
校
長
よ
り

報
告
を
受
け
、
教
職
員
の
研

修
計
画
等
の
状
況
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
指
導
・
助
言
を

一
丁
う
。

赤平市議会議員手づくりの議会広報紙☆第2回臨時会・第2回定例会☆補正予算・一般質問☆ 2023/8/1
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地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

【
質
問
】
除
雪
費
助
成
事
業

の
助
成
増
額
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

安
二
井
】
町
内
会
の
中
に
増

額
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
も

承
知
し
て
い
る
が
助
成
増
額

は
今
後
の
燃
料
価
格
の
推
移

を
見
て
研
究
す
る
。

一

【
答
弁
】
移
住
定
住
や
交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ

う
赤
平
振
興
公
社
と
連
携
を

図
り
P
R
す
る
。

【
質
閏
ゆ
っ
た
り
の
り
ニ
ユ
ー

ア
ル
に
家
族
風
呂
の
よ
う
な

個
室
を
望
む
声
も
あ
る
が
、

芳
え
を
伺
う
。

又
且
汁
】
施
設
改
修
に
つ
い

て
は
利
用
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、

近
隣
施
設
と
の
差
別
化
が
重

要
。
市
民
に
愛
さ
れ
る
温
泉

施
設
と
し
て
検
討
す
る
。

商
業
振
興
に
つ
い
て

【
質
問
】
た
す
け
愛
商
品
券

の
発
行
に
つ
い
て
今
期
の
交

付
は
あ
る
か
伺
う

0

又
口
弁
】
本
年
は
ス
ー
パ
ー

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
プ

レ
ミ
ア
ム
分
を
1
5
0
0
万

円
に
増
額
し
市
内
の
消
費
喚

起
と
地
域
商
業
の
活
性
化
を

図
る
。

【
質
問
】
今
年
度
の
音
楽
鑑

貸
会
の
具
体
的
な
計
画
を
伺

う
【
"
合
弁
】
 
9
月
器
日
に
み
ら

い
で
弦
楽
四
重
奏
の
音
楽
鑑

賞
会
を
企
画
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

【
質
問
】
り
ピ
ー
タ
ー
に
定

移
住
に
つ
な
が
る
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

又
且
井
】
本
市
に
滞
在
型
の

返
礼
品
も
あ
る
。
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
取
り
^
み
を
^
討

す
る
。

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

【
質
問
】
エ
ル
ム
高
原
の
今

後
の
展
開
と
移
住
定
住
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
伺
う
。

鋤
 
0
中
太
る
さ
と
 
W
木

三
一
口
」

ノ
、
ー

7
月
5
日
赤
平
市
・
歌
志
内
市

標
記
の
交
流
会
が
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
赤
平
市
一
釜
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
に
お
い
て
、
一

般
社
団
法
人
W
 
e
1
1
b
 
e
 
D
 
e
 
s
・
1
 
g
 
n
理
事
長
の
篠
原

辰
二
氏
よ
り
、
「
災
害
時
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
防
止
に
向
け

た
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
推
進
」
と
題
し
て
講
演
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

過
去
の
災
害
の
教
訓
は
重
要
で
あ
り
、
避
難
支
援
か
ら
生
活

再
建
ま
で
の
一
連
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
外
部
支
援
機
関
と
自

治
体
な
ど
が
連
携
す
る
こ
と
が
円
滑
な
住
民
支
援
に
つ
な
が
る

な
ど
、
社
団
法
人
が
実
際
に
行
っ
て
き
た
連
携
実
例
の
詳
細
を

含
め
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
歌
志
内
市
に
移
動
し
、
議
員
同
士
や
各
市
長
・
町

長
と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

【
質
問
】
近
隣
が
取
り
組
ん

で
い
る
読
書
通
帳
の
よ
う
な

子
供
の
肇
凹
に
対
す
る
意
欲

向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

又
口
弁
】
こ
ど
も
お
楽
し
み

会
や
朗
読
会
等
の
行
事
で
読

書
の
楽
し
み
を
伝
え
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

竹
村
議
長
(
正
副
議
長
4
年
)

北
市
議
員
(
議
員
加
年
)

交
流
会
の
様
子

-
ー

一

=
・

、

一

一

風

一
、
一

」
ー

一

、

勇

、

ヒ

羽

冒

甲
●

、
)

講
演
会
の
様
子

f

}
会
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赤平市議会議員手づくのの議会広報紙☆第2回臨時会・第2回定例会☆補正予算・一般質問☆

5/ 9 全員協議会

δ/16 赤平市議会第2回臨時会

行政常任委員会ガ

議会運営委員会"

5/18 北海道市議会議長会春季道央支部協議会(芦別

市)

5/23 北海道市議会議長会監事会・正副会長会議及び

役員会(北見市)

5/25 中空知衛生施設組合議会第1回臨時会(滝川市)

石狩川流域下水道組合議会第1回臨時会(滝川市)"

滝川地区広域消防事務組合議会第1回臨時会(滝"

川市)

5/26 中空知広域市町村圏組合議会第1回臨時会(滝川

市)

中・北空知廃棄物処理広域連合議会第1回臨時"

会 (滝川市)

5/30 第86回北海道市議会議長会定期総会(江別市)

6/ 2 空知教育センター組合議会第1回臨時会(滝川

市)

議会の動さ

^

^

^

6/12 議会運営委員会

6/14 第99回全国市議会議長会定期総会(東京都)

6/15 赤平市議会第2 回定例会(~23日まで)

"予算審査特別委員会(正副委員長互選)

"議会運営委員会

6/16 予算審査特別委員会

・赤平市高等学校等通学費等支援条例の一部改正

について

・赤平市学校給食費の管理に関する条例の一部改

正について

・令和5年度赤平市一般会計補正予算

6/21 行政常任委員会

・赤平市税条例の一部改正にフいて

・赤平市国民健康保険条例の一部改正に?いて

・赤平市介護保険条例の一部改正について

フ/ 5 中空知ふるさと市町村圏議員交流会(歌志内市)

フ/10 根室本線対策協議会総会(富良野市)

16憲見善"ぢ祥司淡""""川"""川""""川川川""川川川""""川川"""1
三全会一致での採択6件
Ξ*地方財政の充実・強化に関する意見書
=*2023年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
Ξ*義務教育費国庫負担制度堅持・負担率ν2への復元、「30人以下学級」など三

教育予算確保・拡充の実現に向けた意見書
Ξ*全国一律最低賃金制度の実施と中小企業への支援を求める意見書
Ξ*学校給食無償化の早期実現を求める意見書
Ξ*新型コロナウイルス対策に対する適仞な対応を求める意見書

2023/8/1
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※このかわら版に関するお問い合わせは、赤平市議会かわら版編集委員会T肌32-18認までお願いいたします。

^

'

コ

、

、
.

、''
'

゛
一
.
.
一
、
、

一
●
一
『
、

、

、
、

゛

'

,
、
、
む

、
、
、
三
'

行
わ
れ
、
赤
平
市
議
会
も
新

し
い
顔
ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
4
年
間
、
そ
れ

ぞ
れ
の
議
員
が
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
議
会
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。
議
会
の
情

報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え

る
こ
の
か
わ
ら
版
も
新
し
い

編
集
委
員
会
で
工
夫
し
な
が

ら
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

7
月
に
は
4
年
ぶ
り
に
通

常
開
催
の
あ
か
び
ら
火
ま
つ

り
が
あ
り
、
花
火
大
会
に
は

多
く
の
方
が
赤
平
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
も

楽
し
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

赤
平
市
議
会
も
8
月
に
コ

ロ
ナ
で
自
粛
し
て
い
た
「
力

フ
工
議
厶
三
を
久
し
ぶ
り
に

開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
禾
村
)

か
わ
ら
版
編
集
委
員
会

委
員
長
木
村
恵

'
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